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≪幹事会のうごき≫  平成 27年 5月 8日（金）15:00～17:00に、一般財団法人日本水産油脂協会新館において 

平成 27年度第 2回幹事会が開催された。 

・第 18回通常総会の開催に当たり、幹事各位の役割分担と進行についての打ち合わせが行われた。 

・昨年実施した「広報普及活動」について、賛助金の残金は引き続き「広報普及活動」に用いることに決定した。 

・10月に開催する公開講演会について、最終的に 3名の講師を選定した。講演会の開催については、改めて 

会員各位へは連絡いたします。 

≪公開講演会のご案内≫ 

第 17回公開講演会『生理活性物質としての DHA・EPAの機能と動態』 

主催：DHA・EPA協議会、一般財団法人日本水産油脂協会 

日時：10月 23日（金）13:20～17:00 

場所：アイビーホール青学会館 地下 2階 サフラン 

  ※詳細につきましては、決まり次第お知らせいたします。 

サントリーウエルネス株式会社  赤池 知生 

  先日、とあるテレビ番組で取り上げられていた話題で面白いものがありました。それは魚の移動販売店を紹介し

ているものでしたが、メカジキやキンキなど高級魚を中心に取り扱っている移動販売店（いわゆる行商）なのです

が、1回の購入金額が平均で 5000円にも及び、中には 7000円、1万円という金額を購入している消費者も紹介さ

れていて驚きました。その特長は、鮮度、おいしさ、そして家の近くで購入できるという利便性ということですが、一

般的に流通のレベルが高く、また日夜消費者の厳しい目に晒されている日本では、鮮度やおいしさを追求してい

ない小売店は探すのが難しいぐらいですので、一見すると鮮度やおいしさで差別化するのは難しいようにも思えま

すが、この移動販売店は他とは全く違う次元で鮮度とおいしさに徹底的に拘り抜いて商品を提供しており、消費者

にその価値が伝わり、またその価値を実感してもらっているところに違い（差別化）があるように思いました。だから

こそ鮮魚の購入金額が 1 回に 5000 円を超えるような結果に繋がるわけでして、消費者に商品の価値が伝わり、

的確にニーズに答えるサービスを提供できればまだまだビジネスチャンスはあるのだと改めて気付かされた次第

です。 

  そのような感想を持ちつつ DHA・EPA を振り返ってみますと、我々メーカーはまだまだやること、出来ることがあ

るのではないかと思います。DHA・EPA が入っていればそれでよいと考えてしまっていないか、消費者が本当に求

めている価値を提供できているのかどうか、など考えなければいけないことがまだまだあると感じた次第です。そう

した視点を忘れずに取り組むことで、DHA・EPA 市場が更に伸張し、業界全体が盛り上がることを期待したいと思

います。 
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